
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立八幡小学校

八幡小学校では、「自分の思いや考えをもち、互いに伝え合うことができる児童の育成」をめざし、学校全体でNIE新聞を活用した学習活動の実践に取り組むとともに、PTAと
連携したファミリー読書の充実を図ろうとしている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆令和３年度末の達成状況・取組状況を踏まえた検証・改善により、重
点目標を学力向上に焦点化して設定し、学年・教科等ごとの達成指標を
設定し客観性を高めている。
◆２ヶ月に１度、教務主任を中心として、取組指標に基づく取組状況を確
認・検証し、改善を進めている。

工夫・ポイント

【取組の共通理解を図る】
◆家庭学習の出し方を共通理解している。（週２回は算・理、週３回は
国・算）家庭学習の内容は授業と連動するものとし、習慣付けるため、そ
の日のうちに教師による点検を行い、指導を重ねている。複数での指導体
制を確立し、気付きを教員間で共有している。
◆金曜日には週末課題として新聞ワークシートを活用している。

特徴的な活動

◆NIEの取組を進めて１年経過した。子どもたちは、新聞記事から情報を
取り出し、自分の考えをつくり、発表し合うなどの活動を通して、「読むのが
早くなった」「まとめる力がついた」等の手応えを感じている。また、「友達の
発表を聞くのが楽しい」と感じている子どもが多数である。「自分の考えを発
表することが楽しい」と感じる児童が増えるように、取組を充実させていく。
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毎週１回取り組むNIEタイム

学校全体の取組を可視化した資料
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